
7 月 16 日，震度 6 強を観測する

新潟県中越沖地震が発生した。現時

点で，死者 10 人，負傷者 1300 人余，

全壊建物 900 余棟という被害状況と

報道されている時に，「防災，災害

復旧」を特集し読者の皆さんにお届

けすることになりました。

本号では，地震，水害，火山活動

に対する防災，災害復旧，建設現場

における緊急警報システム等を取り

あげた。今年 3月に起きた能登半島

地震では，1995 年 1 月の阪神淡路

大震災や 2004 年 10 月の中越地震の

経験，教訓がボランティアの受け入

れや活動にまで活かされたときいて

いる。本号に掲載された事例もこれ

までの経験や教訓が活かされたもの

だと思うが，不幸にして実際に災害

が起きたときに有効に作動すること

を祈ってやまない。

先日，ロサンゼルスオリンピック

で体操の個人総合優勝した具志堅氏

のことが報じられているテレビ番組

を見た。最初は良いが後半になると

失速しメダルを逃す。平行棒ではど

うしても肘が曲がり得点が伸びな

い。そんな選手がアキレス腱断裂で

再起不能と言われる闘病生活に入っ

た。闘病中，当時はあまり話題にな

っていなかったイメージトレーニン

グを憶えた。肘が曲がらない演技を

来る日も来る日もイメージした。退

院後，平行棒でイメージした演技を

試みた。これまで何度練習してもで

きなかった肘を曲げない演技が練習

することなくできたという。

防災，災害対策が机上のシステム

にならないよう普段から訓練，教育

を繰り返し，それこそ住民を含めた

関係者のイメージトレーニングがで

きていれば，マニュアルに頼ること

なく身のある行動が自然にできるよ

うになるものと確信します。

ちなみに筆者の会社においても緊

急時における安否確認システムの全

社一斉訓練が実施される。まずは社

員の安否確認，出動できる職員の把

握ができれば次のステップである災

害復旧活動に迅速な対応が期待でき

る。果たして結果はどうだろうかと

考える。

さて，ご多忙中にもかかわらず報

文の執筆にご協力を頂きました執筆

者各位に心より感謝いたします。こ

の場をお借りして感謝申し上げま

す。 （岩本・伊藤）

建設の施工企画　’07. 8108

編 集 後 記

9 月号「河川，港湾，湖沼，海洋工事特集」予告
・スーパー中核港湾「阪神港」の整備について
・信濃川河川改修・整備事業報告
・東京国際空港の再拡張事業について
・霞ヶ浦流域における下水高度処理について
・END工法～新しい環境浚渫（Environmental Dredging）技術～
・水底汚染土対策のための原位置固化処理工法「CDM-SSC 工法」
・ダイオキシン類汚染底質の汚濁抑制浚渫と脱水中間処理
・人工海底山脈の築造と施工管理について
・サンゴ群体の船舶による長距離運搬技術の開発
・水中バックホウの遠隔施工技術
・みえ尾鷲海洋深層水取水・送水施設の整備
・海洋淡水化事業の計画と施工，その後の運用について
・日本建設機械要覧 2007「作業船」総括
・高拡底率多段拡径杭工法
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